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    大和市子ども読書活動推進会議 会議記録  （要点筆記） 

会 議 名 平成３０年度 第３回 大和市子ども読書活動推進会議 

開催日時 平成３１年１月１１日（金）１５：４５～１７：１５ 

開催場所 大和市文化創造拠点シリウス６階 ６０１講習室 

出席

状況 

出席委員 

＜推進会議委員＞ 

伏見暢子 今宮智子 橋爪ゆき 髙橋光江 小林美穂 矢野諭 五十嵐恵美  

小林寿子 松村佐和子 

（順不同・敬称略） 

欠席委員 ＜推進会議委員＞（４名） 椿伊智郎 古川恵子 阿部きふゆ 佐々木雅子 

市側出席者 ＜事務局職員＞（４名）  

図書館出席者 ＜指定管理者＞（２名） 

傍聴人人数 ０名 

公開非公開の状況 ■公開 □非公開 □一部非公開 

 

 

審議又は検討経過

及び結果 

 

１ 開会  

・委員の出席状況の確認 

・配布資料確認 

・図書・学び交流課長から挨拶 

 

２ 議事  

（１）第４２回大和市民まつりについて 

◎事務局より、資料１－１、２を基にこれまでの大和市民まつりでの活動内

容について説明。 

◎副会長から、市民まつり参加主旨の説明と出席のお願い（５月１１日、１

２日の内少なくとも１日）。 

 

  質疑・意見他 

委）親子でヨガを行ってみてはどうか。ヨガには動物や自然をモチーフにしたポー

ズがたくさんあるので、読み聞かせの後に、絵本に出てくる動物等のヨガのポ

ーズを親子でやってみるのはどうか。大勢の人が集まる市民まつりで出来たら

素敵だなと思う。 

会）何気ないところで本に出会った、市民まつりに行ったら偶然読み聞かせを聞い

た、という体験が大和の子ども達への大事なプレゼントになると思っている。 

副）今まで市民まつりに参加してきて、何かエピソード等があれば聞かせてほしい。 

委）普段は絵本にあまり興味のない家族が、市民まつりに来た際にブースに立ち寄

り、読み聞かせを聞いてくれた。その後、読み聞かせが新鮮だったようで孫の

誕生日プレゼントに絵本のリクエストがあった。森の中で自然な形で本に触れ

るというのがとても良いので、大型絵本の読み聞かせはぜひ続けてほしい。 

  ヨガのアイデアもとても良いと思った。 
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委）私も大型絵本の読み聞かせは続けてほしい。知らない人と一緒に自然の中でお

はなしを聞くと、知っている本でも新鮮に感じられると思うし、大事な経験に

なると思う。 

  おはなし会の合間に手遊びをすることがあるのだが、子ども達が心を落ち着か

せる効果もあるので、ヨガのアイデアはとても良いと思った。 

委）泉の森で撮った写真を紙芝居にして、老人ホーム等の施設で披露されている人

がいる。子ども達にも見てもらう機会があれば、という話を聞いたので、市民

まつりでどうかと思った。 

会）どんなアイデアでも構わない。森の図書館で本の貸出が出来ないか、とか。最

近では「本の福袋」というのも聞く。 

指）本の福袋はシリウスのこども図書館でも実施した。今年は、３冊入り３０セッ

トを年齢別に用意し、テーマだけ分かるように展示した。１月２日から貸し出

しを開始したが、大人気だったため翌日の３日には全て貸し出しされた。 

会）市民まつりでも本を貸し出せるかどうか検討していただければと思う。 

事）市制６０周年ということで、予算も多少は確保できる。 

委）１１月２４日開催の読書フェスティバルで展示されていた、各学校の掲示物を

見に行きとても良かった。掲示物を各学校で捨てないで保管しているのではな

いかと思うので、展示コーナーにどうか。 

  また、小学２年生が授業で仕掛けカードを作っているが、子ども達にとても人

気。画用紙があれば簡単に出来るので工作コーナーでどうか。 

副）工作コーナーは２日間実施するが、どんな材料がどのくらい必要か。 

指）図書館に工作の本があるので、材料や作り方は分かると思う。 

委）画用紙１枚で作るミニ絵本はどうか。画用紙の真ん中を切り、折るだけで出来

るので簡単で良いと思う。絵本の絵は描いても良いし、印刷しておいて塗り絵

にしても良いと思う。 

委）小さい子でも手で持てるキラキラしたものを作れば、ブースの宣伝にもなり良 

いと思う。 

図書館や図書室の地図を用意すれば、利用促進に繋がり良いと思う。 

先日保育園で、子ども達の発表会の合間に、大人向けの読み聞かせを行い、と 

ても好評だった。大型絵本の読み聞かせは大人も楽しんでいると思うので、 

ぜひ続けてほしい。 

委）屋外ならでは、ということで言えば、ハンモックで本を読んでみたい。 

委）子ども達にとって身近な人からおすすめ本の紹介をしてもらうのはどうか。学

校でも先生の写真をつけておすすめ本の紹介を掲示すると、子どもたちが喜ん

で見ている。 

副）大和市出身の著名人におすすめ本について一言いただければ、楽しそう。 

   土曜日に実施する読み聞かせの大型絵本は、図書館で選書してくれるが、読 

んでみたい、聞いてみたいという絵本があれば、リクエストしてほしい。 
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（２）子ども読書活動推進会議の推進について 

   ◎事務局より、資料２－１，２を基に「YAMATO 図書館の道 古本まつり」の

実施報告。 

   ◎会長から、古本まつりへの参加及び出展内容の検討の打診。 

 

  質疑・意見他 

会）出来ることを考えるうえで、こども図書館ではどんなおはなし会を行っている 

のか、参考に教えてほしい。 

指）毎月行っているおはなし会は３つあり、赤ちゃんのおはなし会は親子向けで手 

遊びを多めにしている、親子のおはなし会は２～６歳の子とその保護者を対象 

に、赤ちゃんのおはなし会よりストーリー性のある話をしている、うちドック 

のおはなし会は４歳から小学生を対象に素話もしている。他にも、特別おはな 

し会は、年３回、春・夏・クリスマスに行っており、パネルシアターなど普段 

のおはなし会ではやっていないことを行っている。 

委）本に携わってきたベテランの方のおすすめ本や、大和市でおはなし会がどのよ 

うに育ってきたかを紹介するのはどうか。自分で本を選ぶことが難しいので、 

他の人が本に出会った裏話とかを聞いたら、その本を読んでみようかな、とい 

う興味につながるのではないか。人がどんな本に触れているのかを感じられる 

ような、生きた情報の発信が出来たら良いと思う。 

副）我が校の貸し出しランキングとか良いと思う。このアイデアは市民まつりでも 

使えそう。 

会）ボランティア目線だけでなく、子ども達の間でどのような本が読まれているの

かを紹介するのも良い。 

副）古本まつりの出店者はどのように選んだのか。 

事）広報やまとややまとニュースで一般市民の方を対象に定員１０組で募集し、６ 

組の方に応募いただいた。漫画や雑誌、辞典等の古本を販売していただいた。 

家族連れや大人の方を中心に様々な年代の方に楽しんでいただけた。 

委）機会があれば活字との出会いの場を設けたいと思っている。例えば、活字の本 

を紹介するビブリオバトルでおもしろい本の紹介を聞けば、活字の本を読むき 

っかけになるかもしれない。 

会）絵本から活字に移行することがとても難しい。 

委）子どもに読み聞かせをしてきたが、活字本は読まず、雑誌などしか読まない。

本と向き合う時間を作り、活字と出会う場が必要だと感じる。 

会）古本まつりに絡めた取り組みのみでなく、本に繋げていく取り組みもこれから

の活動の中で探っていければ良いと思う。 

委）漫画家の作品が展示されている博物館で、物語の印象的なフレーズの展示を見

た。このような展示は物語の中身に興味がわいて、本を手にするきっかけにな

ると思った。 
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委）小学校でも、高学年になるにつれて読書を習慣づけることが難しくなってくる 

  ので、試行錯誤している。例えば、高学年になってくると読書に時間を割けな 

くなり、学校図書館に行かなくなってしまう。そこで、週に１回、朝の時間に 

高学年にだけ図書館を開放したところ、まだ１年経っていないが昨年に比べ利 

用率は伸びている。 

会）古本まつりに参加するということは必須ではないが、出来ることを検討してい

けたら良いと思う。 

事）推進会議の研究テーマの１つとして、秋の活動を考えていければ思っている。 

 

 

３ その他 

◎図書館より、講演会のお知らせ。 

◎事務局より、次回の推進会議開催予定（３月下旬）のお知らせ。 

 

質疑・意見他 

  特になし。 

 

 

４ 閉会 

 

 

 

以上 

注（ 委：委員  会：会長  副：副会長  指：指定管理者  事：事務局 ） 


